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教
室
を
開
催

四
月
九
日
・
十
六
日
・
二
十
三
日
、
三
日
間
吋
氏

体
育
館
、
ボ
ク
シ
ン
グ
練
習
場
の
両
会
場
を
利
用
し

て
、
ジ
ャ
ズ
ボ
ク
シ
ン
グ
教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
本
町
の
国
体
競
技
種
目
が
ボ
ク
シ
ン
グ
と

い
う
こ
と
も
あ
り
、

一
般
的
に
は
な
じ
み
の
少
な
い

ス
ポ
ー
ツ
で
す
が
、
少
し
で
も
住
氏
の
皆
様
に
理
解

ま
た
音
楽
と
動
き
を
楽

し
て
い
た
だ
く
よ
う
計
画
、

し
み
な
が
ら
ス
リ
ム
な
プ
ロ
ポ
ー
シ
ョ
ン
づ
く
り
、

ラ
ウ
ン
ド
制
を
と
り
入
れ
た
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、

日
頃

使
わ
な
い
筋
肉
を
動
か
し
体
力
増
強
を
図
る
な
ど
、

参
加
し
た
皆
さ
ん
も
さ
わ
や
か
な
汗
を
な
が
し
て
お

り
ま
し
た
。

=青空と緑と産業のまち昭和町=

，唱(~) 本町は

，、注豆，r'でλ ボクシング

安建/UF 錫です

治!?lう玉野ぬ
かLl心、 f?グ

国徳を成功させよう

・かL、じ国体・会期...・H ・..

冬季大会…61年 1月 28日，..， 31日

夏季大会…61年 9月 7日，..， 10日

秋季大会…61年 10月 12日，..， 17日

・ふれあいのかいじ大会・会期…・・
61年 10月 25日，..， 26日
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本
町
釜
無
工
業
団
地
公
園
運
動
場
管

理
棟
が
完
成
し
三
月
二
十
六
日
同
管
理

棟
で
竣
工
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

乙
の
公
園
運
動
場
は
、
今
ま
で
日
影
、

雨
除
、
湯
飲
場
、
休
憩
所
も
無
く
非
常

に
不
便
を
感
じ
て
お
り
ま
し
た
が
、
老

人
ク
ラ
ブ
が
中
心
と
な
り
、
新
た
に
立

地
し
た
企
業
の
協
賛
を
得
て
昨
年
八
月

か
ら
通
産
省
の
工
業
再
配
置
促
進
費
の

補
助
金
を
受
け
て
工
事
が
進
め
ら
れ
て

お
り
ま
し
た
。

乙
の
建
物
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
二

皆
建
て
で
、
敷
地
面
積
は
一
九
、
二
一

八
・
二
ハ

d
、
建
物
延
面
積
は
三
五
二

・
六
三
ぽ
、
一
階
に
は
、
事
務
室
、
ホ

ー
ル
、
シ
ャ
ワ
ー
室
、
更
衣
室
、
洗
面

所
、
二
階
に
は
、
大
会
議
室
な
ど
の
部

屋
が
あ
り
ま
す
。

竣
工
式
に
は
、
石
原
町
長
、
町
議
会

議
員
、
区
長
な
ど
関
係
者
約
六

O
名
が

出
席
、
経
過
説
明
、
祝
辞
な
ど
に
続
き

石
原
町
長
か
ら
教
育
委
員
会
へ
管
理
棟

の
管
理
運
営
が
移
管
さ
れ
ま
し
た
。

四
月
か
ら
、
管
理
人
を
設
置
し
管

理
運
営
に
あ
た
っ
て
い
ま
女

。
使
用
索
内
は
八
ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま
す
。

管理棟シャワ一室

間広階2 棟理戸t耳
目

(管理棟平面図階〕[1 
階)[2 

大会議室
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大会議室
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押
原
小
学
校
で
記
念
塔
「
巣
立
ち
」
の
像
が

完
成
し
、
除
幕
式
が
三
月
十
五
日
に
行
わ
れ
ま

し
た
。ブ

ロ
ン
ズ
像
の
建
立
は
押
原
小
学
校
が
百

周
年
記
念
事
業
の
最
後
の
一
つ
と
し
て
進
め
て

き
た
も
の
で
、
記
念
事
業
実
行
委
員
会
の
承
認

を
得
て
、
学
校
が
計
画
建
立
し
た
も
の
で
す
。

こ
の
像
は
、
「
人
」
と
い
う
文
字
を
か
た
ど
っ

た
台
座
の
上
に
立
っ
て
い
て
男
女
二
人
が
大
空

に
向
け
て
グ
ハ
ト
グ
を
放
す
姿
を
表
わ
し
て
い

7
Q

。

未
来
へ
の
希
望
と
夢
を
期
待
す
る
と
と
も
に

協
力
と
和
を
表
わ
し
、
本
校
の
教
育
目
標
「
智

・
徳
・
体
」
を
も
意
味
し
て
い
る
。
除
幕
式
に

は
、
児
童
、
教
職
員
、

P
T
A
関
係
者
、
石
原

町
長
ら
が
出
席
し
て
児
童
代
表
た
ち
に
よ
っ
て

除
幕
し
ま
し
た
。

土
台
の
部
分
は
、
内
部
が
空
室
に
な
っ
て
お

り
卒
業
生
の
思
い
出
作
品
で
あ
る
絵
、
作
文
な

ど
を
納
入
い
わ
ば
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
と
い
っ
た
感
じ

の
も
の
で
い
つ
開
く
か
に
つ
い
て
は
そ
の
年
度
の

人
た
ち
に
一
任
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

ヤ
押原小学校校舎前巣立ち

‘手

西
条
小
学
校
の
五
十
九
年

度
卒
業
生
五
十
四
名
は
、
卒

業
の
記
念
事
業
と
し
て
木
版

に
よ
る
校
歌
の
作
製
を
行
い

ま
し
た
。

木
版
は
縦
横
八
セ
ン
チ
の

板
を
四
五
九
枚
並
べ
た
も
の

で
渡
辺
孝
校
長
先
生
(
現
在

県
峡
中
教
育
事
務
所
長
)
が
自

筆
で
書
い
た
歌
詞
を
卒
業
児

童
が
、
冬
休
み
中
に
彫
刻
な

ど
で
浮
き
彫
り
に
し
た
も
の

を
体
育
館
の
ス
テ
ー
ジ
わ
き

に
設
置
、
二
十
日
の
卒
業
式

で
卒
業
生
た
ち
は
木
版
を
見

な
が
ら
在
校
最
後
の
校
歌
を

歌
っ
た
。

西
条
小
学
校
関
年
度
卒
業
生

に
よ
る
木
版
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国
体
に
む
け
て
郷
土
や
ま
な
し
を
よ
く
か
り

町
氏
み
ん
な
が
ガ
イ
ド
に
な
り
ま
し
ょ
う
。

*
位
置
と
地
形

山
梨
県
は
、
海
抜
三
、
七
七
六
机
の
日
本
二
口
同

く
美
し
い
富
士
山
の
北
側
に
あ
っ
て
、
東
を
東
京

都
と
神
奈
川
県
、
西
を
長
野
県
、
南
側
は
静
岡
県

と
そ
れ
に
北
の
方
を
埼
玉
県
と
長
野
県
に
固
ま
れ

て
い
る
山
紫
水
明
の
県
で
あ
る
。

庁
海
な
し
県
庁
と
い
わ
れ
、
周
囲
は
す
べ
て
山
、

そ
れ
も
海
抜
二
、

0
0
0
机
以
上
の
山

(
4
月
号

掲
載
)
が
肩
を
並
べ
て
い
る
の
で
、
県
全
体
の
面

積
の
お
よ
そ
七

O
M
mが
山
で
占
め
ら
れ
る
。

富
士
山
麓
に
は
五
つ
の
湖
と
、
平
地
に
は
笛
吹

川
・
釜
無
川
・
荒
川
な
ど
の
川
が
流
れ
、
乙
れ
が

合
流
し
て
富
士
川
に
な
り
、
富
士
山
麓
の
方
に
は

桂
川
が
流
れ
て
い
て
、
市
や
町
や
村
の
で
き
る
平

地
は
ご
く
少
な
い
。

県
土
の
周
囲
は
、
富
士
箱
根
伊
豆
、
秩
父
多
摩

と
南
ア
ル
プ
ス
の
国
立
公
園
、
ま
た
、
県
北
部
に

は
八
ヶ
岳
中
信
高
原
固
定
公
園
が
あ
り
、
す
べ
て

が
国
立
・
固
定
公
園
で
占
め
ら
れ
て
お
り
、
大
自

然
の
恵
み
は
豊
か
で
あ
る
。

*
舞
鶴
城
跡
と
謝
思
塔

県
都
甲
府
市
に
あ
る
舞
鶴
城
は
甲
斐
の
武
将
武

田
信
玄
公
が
建
て
た
も
の
と
思
っ
て
い
る
人
が
多

い
よ
う
で
す
。
信
玄
公
は
人
は
石
垣
、
人
は
城
と

武
田
節
で
歌
わ
れ
た
よ
う
に
城
は
築
き
ま
せ
ん
で

し
た
。

ま
た
、
城
跡
に
そ
び
え
る
水
晶
形
の
塔
は
謝

恩
塔
と
呼
ば
れ
、
明
治
の
水
害
の
際
に
、
明
治

天
皇
が
ど
料
林
二
十
九
万
町
歩
を
ど
下
賜
さ
れ

た
聖
恩
に
感
謝
す
る
た
め
に
大
正
九
年
に
建
立

し
た
も
の
で
す
。
舞
鶴
城
は
別
名
を
甲
府
城
と
も

言
い
ま
す
が
、
乙
の
城
は
徳
川
家
康
に
よ
っ
て
着

工
さ
れ
、
幕
府
の
直
轄
地
と
な
っ
て
か
ら
浅
野
長

政
が
引
き
継
ぎ
、
享
保
年
聞
に
柳
沢
吉
保
が
完
成

し
た
も
の
で
す
。

*
山
梨
県
の
天
候
予
知
盆
日
か
ら
の
言
い
伝
え
)

・
東
で
な
る
雷
は
雨
に
な
ら
な
い
、
西
の
雷
は
・雨

.
雲
が
南
へ
行
く
時
は
晴
、
北
へ
行
く
時
は
雨

0

・
八
ヶ
岳
に
雲
が
多
く
か
か
れ
ば
大
風
が
吹
く

0

.
八
ヶ
岳
に
帯
雲
が
か
か
れ
ば
雨
。

・
八
ヶ
岳
と
雲
と
の
聞
に
青
空
が
み
え
れ
ば
、

明
日
は
晴
。

・
甲
斐
駒
の
夕
立
は
青
木
沢
ど
ま
り
、
櫛
形
山

に
雨
雲
が
か
か
れ
ば
雨
ふ
り
と
な
る

・
西
山
の
雲
が
南
に
流
れ
る
と
き
は
天
気
は
よ

く
な
り
、
北
に
流
れ
る
と
き
は
雨
と
な
る

0

.
富
士
の
雲
と
天
気
予
測

お

び

雲

晴

に

か

い

笠

雨

ひ

と

つ

笠

雨

み

だ

れ

笠

風

わ

れ

笠

雨

渦

巻

き

笠

風

う

ず

笠

風

ま

い

か

け

笠

晴

つ

み

笠

晴

レ

ン

ズ

笠

風

雲

と

さ

か

笠

雨

す

え

ひ

ろ

笠

風

は

ふ

笠

雨

よ

乙

す

じ

笠

風

は

な

れ

笠

晴

か

い

ま

き

笠

風

雲

お

ひ

き

笠

雨

う

ね

り

笠

風

串

し

雲

風

ひ

さ

し

笠

雨

・
富
士
山
の
南
に
雲
が
あ
れ
ば
良
く
、
北
に

雲
が
あ
れ
ば
天
気
は
悪
く
な
る
。

j

j
こ
れ
で
明
日
の
天
気
を

占
っ
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
i

j

ク
ラ
ブ
対
抗
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

昭
和
町
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
連
盟

主
催
の
第
三
田

町
ク
ラ
ブ
対
抗

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

リ
ー
グ
戦
が
四

月
十
七
日
押
原

小
学
校
々
庭
夜

間
照
明
を
使
用

し
て

A
級
リ
ー

グ
(
十
チ

l
ム
)

B
級
リ
ー
グ
(

九
チ
ー
ム
)
に

分
け
て
熱
戦
の

火
ぶ
た
を
き
り

ま
し
た
。

ー
グ
戦
開
幕

押小グランド開会式より

10 9 8 7 6 5 4 3 2 

上 阿 中 昭 西 西 山 ク ね フ

河 4オzミこ 梨
平日 条 昭

1二 ビ

東 じ一 平日
一 壮

区
事庁 ト ツ

一 農 宅
区 原 島 年 A 田 協 間 武 ト

夕、リ手投A 

9 8 7 6 5 4 3 2 

盟 上 ノ73ーLザ~・ 飯 飯 西 清 河 西

条
水

喰 ス
フ~

河 一 フ

壮 一 イ
夕、、 一

区

平日 東 地 年 喰 B ス 画ー 区 l

夕、リ級B 



わ

優

勝

築

地

新

居

チ

l
ム

準

優

勝

河

東

中

島

チ

l

ム

三

位

上

河

東

二

区

チ

l
ム

*
区
間
優
勝
者
*
(
敬
称
略
)

区

間

名

氏

名

所

属

チ

ー

ム

第

一

区

小

沢

直

己

飯

喰

第

二

区

横

内

和

美

・

築

地

新

居

第

三

区

河

田

幸

生

・

築

地

新

居

第

四

区

大

場

晴

美

河

西

第

五

区

鷹

野

幸

仁

飯

喰

第

六

区

中

込

裕

西

条

一

区

第

七

区

申

込

千

秋

西

条

一

区

第

八

区

磯

部

規

・

築

地

新

居

第

九

区

雨

宮

稔

河

東

中

島

第

十

区

山

田

秀

才

押

越

第

十

一

区

川

口

義

行

西

条

二

区

築
地
新
居
チ
!
ム
四
連
覇
達
成

-つ

白
月
七
日
、
町
体
育
協
会
主
催
の
第

五
回
町
内
一
周
駅
伝
大
会
は
、
押
原
中

学
校
々
庭
を
十
時
に
ス
タ
ー
ト
、
十
一

区
間
、
二
十
七
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
わ
た

っ
て
、
小
雨
の
降
る
中
、
各
地
区
十
二

チ
l
ム
が
参
加
し
て
健
脚
を
競
い
ま
し

た。
沿
道
や
各
中
継
点
は
、
乙
の
レ
l
ス

を
ひ
と
め
み
ゃ
う
と
い
う
人
た
ち
が
集

ま
り
、
盛
ん
な
声
援
を
送
っ
て
い
ま
し

た。
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

よし報広( 5 )昭和 60年 5月1日発行

〔
過
去
の
大
会
入
賞
チ
l
ム〕

第
一
回
大
会

優

勝

上

河

東

チ

1

ム

準
優
勝
築
地
新
居
チ
!
ム

三

位

西

条

一

区

チ

l
ム

第
二
回
大
会

優

勝

築

地

新

居

チ

l
ム

準

優

勝

河

東

中

島

チ

l
ム

三

位

上

河

東

チ

l
ム

第
三
回
大
会

優

勝

築

地

新

居

チ

!

ム

準

優

勝

押

越

チ

l
ム

三

位

紙

漉

阿

原

チ

!

ム

第
四
回
大
会

優

勝

築

地

新

居

チ

l
ム

準

優

勝

押

越

チ

ー

ム

三

位

上

河

東

チ

l
ム

選

手

宣

誓

築
地
新
居

米第
山 4
商・
庖第 人
前 9
に中
て断

所

幸
生
さ
ん

河
田

築
地
新
居



区

長

区

長

代

理

常
設
委
員
の
選
任
及
び
変
更

昭和 60年 5月 1日発行 (6) 

• 

四
月
一
日
付
で
、
一
部
の
区
に
お
い

て
区
長
・
区
長
代
理
・
常
設
委
員
が
次

の
と
お
り
選
任
及
、
び
変
更
さ
れ
ま
し
た
。

(
敬
称
略
)

西
条
二
区

区

長

区
長
代
理

わ-つ

土
木
委
員

衛
生
委
員

西
条
新
田

区

長
区
長
代
理

よし報

土
木
委
員

衛
生
委
員

越
区

長

区
長
代
理

広

押

土
木
委
員

衛
生
委
員

紙
漉
阿
原

区

長
区
長
代
理

土
木
委
員

衛
生
委
員

喰

区

長
区
長
代
理

飯

秋

山

俊

明

深

沢

淳

清

水

厳

高
野
幸
一

井

口

孝

裕

長
谷
川
幸
広

若杉河清坂
尾本西水田

文
一

英
夫

精
吉

寿
一厳

金海山手海
丸野田崎野

達覚正 岩
雄平賢忠夫

清泉福五
水 井味

政
尊
正

昌
夫

幸
広

相 高
原野

光秀
男 次

土
木
委
員

衛
生
委
員

上

河

東
区

長

区
長
代
理

土
木
委
員

衛
生
委
員

上
河
東
ニ
区

区

長
区
長
代
理

;可

土
木
委
員

衛
生
委
員

西

区

長

区
長
代
理

土
木
委
員

衛
生
委
員

堀磯
内部

厳
正
美

伊保岩井
藤坂村上

美通
義正通武

早
川
美
都
雄

大

木

幸

雄

渡

辺

賢

治

申

込

喬

塚

原

博

明

五
味

羽
万

五
味

野
沢

寛栄美
巳昭幸治

昭
和
町
消
防
団
々
長

副
団
長
、
か
か
わ
り
ま
し
た

-

団

長

・
副
団
長

・
副
団
長

内

藤

英

男

(

押

越

)

角
野
幹
男
(
西
条
二
一
巳

堀
之
内
法
政
(
河
西
)

公
平
委
員
会
委
員
選
任

昭
和
町
公
平
委
員
会
委
員
に
次
の
方

々
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

薬
袋
義
博
〔
再
任
〕
(
河
西
)

五
味
義
章
〔
新
任
〕
(
西
条
二
区
)

山
口

敏
明
〔
新
任
〕
(
押

越

選
挙
管
理
委
員

及
び
同
補
充
員
決
ま
る

かた同
ら 。 補 昭

⑨ ⑨四任充和
山清堀小 丸井油井 年期員町
口水内林補山上川口委聞はが選

で昭次挙
す和の管
。六通理
十り委
年選員
四挙会
月さ委
十れ員
二ま及
日しび

員
威
(
西
条
二
区
)

行

広

(

河

西

)

久

雄

(

上

河

東

)

康
弘
(
紙
漉
阿
原
)

充

員勉
(
西
条
一
区
)

五

郎

(

飯

喰

)

匡

計

(

押

越

)

成
之
(
河
東
中
島
)

町

職

員

人

事

異

動

町
で
は
、
四
月
一
日
付
で
職
員
の
人

事
移
動
を
発
令
し
ま
し
た
。

(
)
内
は
旧
任

八
昇
任
・
配
置
が
え

V

V
総
務
課
・
総
務
係
長
山
田
昇
(

議
会
事
務
局
長
)
V
議
会
事
務
局
長

斉
藤
進
(
総
務
課
・
総
務
係
長
)
V

総
務
課
・
財
政
係
長
井
上
俊
男
(

経
済
課
・
産
業
係
長
)
V
経
済
課
・
産

業
係
長
堀
口
勉
(
総
務
課
・
財
政

係
長
)
V
国
体
室
・
主
任
松
山
仁

(
経
済
課
・
主
事
)
V
総
務
課
・
主
事

向
山
晃
(
税
務
課
・
主
事
)

八

新

採

用

V

望
月
知
己
議
会
事
務
局
・
主
事
補

た
め
に
、
身
延
線
を
守
る
会
は
、
昭

和
五
十
五
年
五
月
結
成
以
来
、
様
々

な
運
動
を
展
開
し
、
一
定
の
成
果
を

上
げ
て
き
ま
し
た
。
今
回
行
な
う
と

の
「
つ
ど
い
」
は
、
各
市
町
村
か
ら

郷
土
芸
能
の
発
表
を
し
た
り
、
郷
土

特
産
物
の
バ
ザ
ー
や
子
ど
も
映
画
会
、

や
き
そ
ば
、
お
で
ん
の
露
屈
な
ど
子

ど
も
さ
ん
連
れ
で
一
日
楽
し
く
過
し

て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
「
赤
字
ロ
ー

カ
ル
線
を
考
え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

で
、
身
延
線
の
存
続
に
つ
い
て
真
剣

身
延
線
の
沿
線
市
町
村
の
住
民
で

つ
く
っ
て
い
'る
「
身
延
線
を
守
る
会
」

で
は
、
来
る
五
月
十
二
日
(
日
)
に

下
部
町
で
、
「
身
延
線
を
よ
く
す
る

み
ん
な
の
集
い
」
を
行
な
い
ま
す
。

乙
れ
は
現
在
二
十
兆
円
を
超
え
る
赤

字
を
か
か
え
て
経
営
の
危
機
花
落
ち

込
ん
で
い
る
国
鉄
の
再
建
問
題
が
、

行
革
の
最
大
の
目
玉
と
し
て
、
民
営

化
や
分
割
化
を
ね
ら
っ
て
い
る
と
と

に
対
し
て
、
乙
の
ま
ま
黙
っ
て
い
れ

ば
赤
字
ロ
ー
カ
ル
線
身
延
線
も
間
違

い
な
く
民
営
化
さ
れ
、
や
が
て
は
廃
、

止
の
運
命
を
た
ど
る
こ
と
は
明
白
で

す。
乙
ん
な
と
と
に
な
る
と
、
身
延
線

を
利
用
し
て
毎
日
学
校
へ
通
い
、
ま

た
職
場
へ
通
勤
し
て
生
活
を
支
え
て

い
る
人
た
ち
の
足
が
奪
わ
れ
、
更
に

山
梨
県
と
静
岡
県
を
結
ぶ
唯
一
の
動

脈
と
し
て
そ
の
使
命
を
に
な
っ
て
い

る
身
延
線
に
よ
っ
て
発
展
し
て
き
た

沿
線
地
域
の
産
業
、
経
済
、
文
化
、

観
光
等
が
根
底
か
ら
覆
が
え
さ
れ
る

と
と
に
な
り
ま
す
。

そ
う
い
う
最
悪
の
事
態
を
避
け
る



安
婦
人
と
ガ
ン

自
分
の
健
康
は
自
分
で

山
梨
医
科
大
学
教
授
(
産
婦
人
科
)

わ

婦
人
が
か
か
る
主
な
も
の
品
、
子
宮

が
ん
、
胃
が
ん
、
乳
が
ん
で
す
。

子
宮
が
ん
に
よ
る
死
亡
率
は
、
現
在

で
は
早
期
発
見
、
早
期
治
療
の
結
果
、

二
O
年
前
の
大
体
三
分
の
一
位
に
減
っ

て
き
て
い
ま
す
が
、
私
達
が
臨
床
の
実

地
で
み
て
お
り
ま
す
と
、
子
宮
頚
ガ
ン

で
は
、
一
つ
は
非
常
に
軽
い
ガ
ン

(
早
期
ガ
ン
)
と
、
も
う
一
つ
は
進
行

ガ
ン
と
の
二
つ
に
、
別
れ
て
き
て
い
る

傾
向
が
最
近
益
々
は
っ
き
り
し
て
お
り

ま
す
。
要
す
る
に
定
期
検
診
で
早
期
発

見
す
れ
ば
一

O
O労
治
っ
て
し
ま
う
の

に
、
そ
の
努
力
を
し
な
い
と
だ
め
、
だ
と

い
う
と
と
で
す
口
子
宮
ガ
ン
の
定
期
検

診
は
す
べ
て
の
婦
人
が
受
け
な
く
て
は

な
ら
な
い
の
で
す
。
子
宮
ガ
ン
は
出
血

な
ど
の
症
状
が
あ
っ
た
ら
、
医
者
に
み

て
も
ら
え
ば
よ
い
と
、
昔
は
い
わ
れ
て

い
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
れ
は
ま
ち
が

い
で
、
症
状
が
有
る
無
し
に
関
わ
り
な

く
検
診
す
る
、
と
い
う
こ
と
が
一
番
大

事
で
、
定
期
検
診
を
す
る
と
い
う
乙
と

が
、
ガ
ン
の
場
合
に
は
殆
ど
唯
一
の
原

則
だ
と
思
い
ま
す
。
子
宮
ガ
ン
の
検
診

は
痛
ソ
¥
も
惇
く
も
な
く
、
ア
ッ
と
い
う

聞
に
終
っ
て
し
ま
う
程
非
常
に
簡
単
で

す
。
た
だ
婦
人
科
の
場
合
、
ど
う
し
て
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も
し
ゅ
う
ち
心
が
先
に
立
ち
ま
す
の
で
、

な
か
な
か
受
け
に
く
.
い
と
い
う
心
理
が

あ
る
で
し
ょ
う
が
、
自
分
の
健
康
は
自

分
で
守
る
と
と
で
、
ま
だ
受
け
て
な
い

人
が
い
た
ら
、
勇
気
を
も
っ
て
受
け
る

べ
き
で
す
。

子
宮
(
頚
)
が
ん
検
診
の
と
き
に
、

子
宮
の
奥
に
出
来
る
子
宮
体
が
ん
(
子

宮
内
膜
が
ん
と
も
い
う
)
の
検
査
も
、

と
く
に
、
閉
経
期
か
閉
経
後
の
人
は
ド

ク
タ
ー
に
お
願
い
し
て
貰
う
と
よ
い
で

し
ょ
う
。
日
本
七
だ
ん
だ
ん
欧
米
型
に

近
付
い
て
、
子
宮
体
ガ
ン
、
乳
ガ
ン
、

卵
巣
ガ
ン
が
増
え
て
来
て
お
り
ま
す
。

ま
た
糖
尿
病
と
か
、
肥
満
と
か
、
あ
る

い
は
高
血
圧
の
あ
る
人
は
子
宮
体
ガ
ン

が
多
い
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
だ
か

ら
こ
の
よ
う
な
人
は
特
に
注
意
を
要
す

る
と
い
う
こ
と
で
す
。

ま
た
卵
巣
ガ
ン
が
増
え
て
き
て
お
り

ま
す
。
卵
巣
ガ
ン
と
い
う
の
は
サ
イ
レ

ン
ト
な
疾
患
あ
る
い
は
忍
び
よ
る
(
ク

リ
l
ピ
ン
グ
)
疾
患
と
言
っ
て
全
く
症

状
が
な
く
、
知
ら
な
い
聞
に
ガ
ン
に
か

か
っ
て
い
る
こ
と
が
多
い
ん
で
す
。
で

す
か
ら
、
子
宮
が
ん
検
診
の
チ
ャ
ン
ス

な
ど
に
、
卵
巣
腫
虜
の
早
期
発
見
の
た

め
に
、
ド
ク
タ
ー
に
内
診
し
て
頂
く
よ

う
に
し
て
下
さ
い
。
ま
ず
内
診
が
芋
始

め
で
す
。
最
後
に
乳
が
ん
で
す
が
、
幸

い
な
ζ

と
に
日
本
人
で
は
比
較
的
頻
度

が
白
人
に
比
し
て
少
な
い
の
で
す
が
、

日
本
で
も
乳
ガ
ン
が
急
カ
ー
ブ
で
増
え

て
き
て
い
ま
す
。
自
分
で
も
乳
房
を
さ

わ
っ
て
み
て
、
叶
引
引
が
あ
っ
た
ら
、

が
ん
の
と
と
も
あ
る
の
で
、
す
ぐ
、
ド

ク
タ
ー
に
み
て
も
ら
う
よ
う
に
し
て
下

大」い。最
後
に
、
昭
和
六

O
年
四
月
一
日
発

行
の
広
報
の
と
の
欄
で
、
医
大
の
岩
井

病
院
長
が
述
べ
ら
れ
た
乙
と
を
も
う
一

度
思
い
出
し
て
下
さ
い
。
「
健
康
と
い

う
と
と
は
医
者
の
一
手
販
売
で
は
な
い
。

ま
た
外
か
ら
与
え
ら
れ
る
も
の
で
も
な

い
。
各
自
が
自
分
で
努
力
し
て
獲
得
す

べ
き
も
の
で
あ
る
」
。
グ
あ
な
ど
る
な
、

ガ
ン
の
恐
さ
は
無
症
状
グ
を
モ
ッ
ト
ー

に
し
て
、
一
年
に
少
く
と
も
一
回
は
定

期
検
診
を
す
る
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。

企

画

財

団

法

人

里

仁

会

〉
」
ず
/
ほ
/
p

〉
俳
句

(
五
十
音
順
)

春
昼
や
掛
け
忘
れ
未
し
野
良
着
ふ
と

ロ
車
に
の
り
し
悔
も
ち
春
の
ふ
一

磯

部

信

与

春
ロ
争
一
の
雀
が
の
ぞ
く
勝
手
口

春
昼
の
受
話
器
上
ぐ
れ
ば
切
れ
て
い

ーし

伊
藤

春
江

な
討
論
ぢ
行
な
う
と
い

う
つ
ど
い
で
す
。
昭
和

町
か
ら
は
婦
人
会
に
よ

る
昭
和
音
頭
、
河
西
若

竹
鉄
道
愛
護
会
の
若
竹

太
鼓
で
花
を
そ
え
て
い

た
だ
く
乙
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
昭
和
農

協
で
は
特
産
の
い
ち
ど

を
販
売
す
る
な
ど
各
方

面
の
ご
協
力
を
い
た
だ

く
乙
と
に
な
っ
て
お
り

ま
す
。
な
お
、
当
日
昭

和
町
出
身
の
音
楽
家
望

月
吾
郎
氏
作
曲
の
「
身

延
線
を
守
る
歌
、
あ
あ

身
延
線
」
の
歌
と
踊
り

の
発
表
も
あ
り
ま
す
。

当
日
は
多
数
の
町
民

の
皆
さ
ん
が
お
誘
い
合

わ
せ
で
ど
参
加
下
さ
れ

一
日
楽
し
く
過
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
(
身
延
線
を
守
る

会
・
昭
和
町
支
部
)

同

み

や

ζ

咽

同

hr

Q

主
為

一

旅

に

出

る

人

府

知

う

人

一

夜

明

け

の

列

車

は

甲

府

発

叩

忘

れ

ち

ゃ

な

ら

な

い

人

生

の

一

こ

こ

ろ

の

ふ

る

さ

と

あ

あ

身

延

線

一
二
、
富
士
も
晴
れ
や
か
富
士
川
お
い
に

一

め

ぐ

り

も

貯

う

人

識

す

人

叩

ロ

ー

カ

ル

列

車

は

顔

な

じ

み

一

各

駅

停

車

が

な

つ

か

し

い

一

暮

ら

し

の

夢

咲

く

あ

あ

身

延

線

春
昼
や
工
事
夫
九
る
釘
こ
ぼ
す

食
ひ
ぞ
め
の
光
る
一
粒
春
の
ふ
一

井
上
ま
さ
江

吐
を
焼
く
父
、
亡
き
あ
と
の
農
っ
さ
て

古
久
品
川
言
葉
少
く
春
矩
淀

長
田
そ
の
子

平
ロ
の
行
商
縁
に
春
の
ふ
一

春
の
昼
一
人
で
笑
ふ
し
わ
の
顔

小
沢
百
合
子

、
衣
裳
泳
手
に
老
の
踊
り
よ
春
祭

バ
ス
停
の
母
子
そ
ろ
ひ
の
春
着
き
て

河

田

好

子
身
延
線
を
守
る
歌

あ
あ
身
延
線

竹
内
秀
秋
作
詩

笠
月
吾
郎
作
曲

お
故
仲
な
ま
り
と
.
手
み
や
げ
抱
い
た

駆

浄

鮮

の

人

平

安

の

人

道

づ

れ

列

車

は

自

由

席

い
い
じ
ゃ
な
い
か
い
恋
都
で
ヨ

愛

し

て

守

る

さ

あ

あ

身

延

線

老
後
の
夢
消
え
て
春
昼
墓
沈
ふ

供
花
盛
り
て
不
覚
の
決
春
の
忌
一

輿
石
さ
車
代

井
戸
を
堀
る
音
春
ふ
一
の
野
を
占
む
る

奔
ふ
鳶
に
子
ら
数
あ
そ
び
春
の
ふ
一

内
藤
ふ
く
次

南
の
右
方
よ
り
湧
く
絵
筆
お
く

揺
椅
子
は
吾
が
小
世
界
日
脚
仲
ぶ

松

岡

満

子

春
眠
や
添
寝
の
孫
の
姿
な
く

音
た
て
て
え
左
右
の
喧
を
焼
く

薬

袋

花

枝
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V
使
用
上
の
注
意
企

・
許
可
を
'
つ
け
た
部
屋
、
設
備
以
外

は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

・
施
設
、
設
備
、
備
品
は
公
共
の
も

の
で
す
。
汚
損
、
投
損
し
な
い
よ

う
十
分
注
意
し
て
下
さ
い
。
万
一

段
損
し
た
と
き
は
、
賠
償
し
て
い

あしらせ

轡

釜
無
工
業
団
地
公
園

運
動
場
管
理
棟
利
用

あ
ん
な
い

わ-つよし

V
開
棟
日
お
よ
び
開
棟
時
間
企

毎
週
月
曜
日
・
年
未
年
始
を
除
き
、

毎
日
午
前
九
時
か
ら
午
後
十
時
迄
。

(
但
し
、
当
分
の
間
は
午
後
六
時
迄
)

報広

V
使
用
の
申
込
み
企

使
用
の
申
込
み
は
、
使
用
す
る
日
の

前
月
十
日
か
ら
二
十
日
ま
で
に
所
定

の
「
使
用
許
可
申
請
書
」
を
教
育
委

員
会
に
提
出
し
て
許
可
を
受
け
て
下

大」い。

た
だ
き
ま
す

0

・
使
用
後
は
、
整
理
、
清
掃
を
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。

・
火
気
の
始
末
は
十
分
留
意
し
て
下

さ
い

0

・
使
用
時
間
の
厳
守
と
と
も
に
、
教

育
委
員
会
の
指
示
を
守
っ
て
下
さ

V
昭
和
町
釜
無
工
業
団
地
公
園
運
動
場

管
理
棟
使
用
料
企

よRT 半日 |日 夜 間

-午前後9時時から正午午後ま時で -午前9時から午後5時まで -午後5時から午後!o時まで
-午 l から 5 まで

|階ホール 8 0 0円 I ，4 0 0円 I ， I 0 0円

和 室 6 0 0円 I ，0 0 0円 8 0 0円
(1室)

辛口 主{主

(2E使用の場合li) 5 0 0円 9 0 0円 7 0 0円
i につき

l…r:人-1叶IIA-15A
シャワー

200円 350円 550円 700円 1，000円

※ l 階ホールは、公益を目的とする事業により使用する場合について使用料は免除されます。

※ 使用料は前納していただきます。
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叩
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W
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、、l14冷哨!‘』JhJdニ
-
カ
十
ド
μ
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よ
一
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1
九

2
h之
-}-J刊心必弓~町弓『hパ

5=み
前

-U』

M何
判
{
汁
守
向
貰
ι

司
ω品
、
{
~
川
即
~
、
¥
、
込
以
引
局

国
肘

z得
」
札
日
:
伽
臨

児
童
手
当
は
q、
義

務

教

育

終

了

前

の

山

附

凡

械

十

凶

m
…
瑚
…
臨

児
童
を
含
む
十
八
歳
末
満
の
児
童
を
三
リ
刈t
.

引

す

か

達

|

酎

府

叩

人

以

上

養

育

し

て

い

る

人

乙

支

給

さ

れ

力

に

打

ま

浦

河

印

刷

l

t

年

め

に

り

E
宮

ま
す
が
、

1
給

に

は

「

認

定

請

求

」

均

四

平

で

な

叩

綜

μ
日
一
竹

必
要
で
す

-
3

に

γ
1
ρ
l」
N

乙

の

請

求

を

行

う

乙

と

に

よ

り

そ

の

⑧

吉

川

官

♂

V
語
h
J一

〆
t

入、、
h
l
E
B
1八
円
し
J

わ
川
い

X
4
2
-

青
か
ら
児
童
手
当
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
司
、
、
電

3

割(争
3
5
T叩
-

ま
た
、
受
給
に
は
受
給
者
の
所
得
が

j
'
祝

K
A
K
A
ζ
J問

限
度
額
以
内
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
、

i
M
i

そ
の
所
得
は
毎
年
六
月
一
日
に
切
替
え

と
な
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
昨
年
度
所

得
が
限
度
額
を
超
え
た
た
め
手
当
が
受

け
ら
れ
な
か
っ
た
人
に
つ
い
て
も
、
所

得
の
状
況
に
よ
り
受
け
ら
れ
る
乙
と
に

な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
認
定
請

求
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
乙
の
場
合
六

月
か
ら
受
給
す
る
た
め
に
は
、
五
月
中

に
「
認
定
請
求
」
を
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。な

お
、
現
在
児
童
手
当
を
受
け
て
い

る
人
の
更
新
手
続
き
に
つ
い
て
は
、
次

の
日
程
で
実
施
し
ま
す
の
で
該
当
者
は

必
ず
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

V
日
時
五
月
二
十
七
日
刊

午
前
九
時
三
十
分
1
午
後

四
時

中
央
公
民
館
講
堂

印
鑑
、
各
種
加
入
し
て
い

る
年
金
等
の
証
書
(
手
帳

)
、
国
民
健
康
保
険
証
(
各

種
社
会
保
険
証
)
等

に児
は童
認手
定当

必請を
要求受
でがけ
する

j
現
況
届
の
更
新
を
お
忘
れ
な
く
j

V
場

所

V
携
行
品

-ル」

一〈
t
♂
之
t
J
P之

五
月
八
日
(
水
)

午
前
十
時
1
午
後
三
時

竜
王
町
北
部
公
民
館

品
C

-
と
乙
ろ

。
み
な
さ
ん
の
身
の
ま
わ
り
の

も
め
ご
と

・
交
通
事
故
の
損
害
賠
償

.
土
地
家
屋
の
貸
し
借
り

.
相
続
財
産
の
分
配

・
貸
金
売
渡
代
金
の
取
り
立
て

・
夫
婦
問
や
家
庭
内
の
い
ざ
乙
ざ

・

そ

の

他

-
秘
密
が
も
れ
る
心
配
は
ご
ざ
川

い

ま

ん

。

附

〉
ミ
〈
〈
t
と

r
J
P之
〈
J
Pと
〈
〈
t
p
J
J
F
P
J
Jお

子
供
の
火
あ
そ
び
に
よ
る
火
災
は

大
人
が
い
な
い
場
所
や
人
目
に
つ
き
に

く
い
場
所
で
起
乙
る
乙
と
が
多
く
、
乙

の
た
め
、
発
見
が
お
く
れ
た
り
初
期
消

火
が
困
難
に
な
る
な
ど
し
て
、
大
き
な

火
災
に
な
り
や
す
い
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

火
あ
そ
び
に
よ
る
火
災
を
防
ぐ
た
め

に
は
、
両
親
や
周
囲
の
大
人
が
子
供
の

行
動
に
注
意
を
払
う
と
と
も
に
火
事
の

恐
ろ
し
さ
や
防
火
の
知
識
に
つ
い
て
、

年
令
に
応
じ
た
教
育
を
行
う
乙
と
が
必

要
で
す
。
そ
れ
ら
の
具
体
的
な
方
法
は

次
の
と
お
り
で
す
。

。
マ
ッ
チ
や
ラ
イ
タ
ー
な
ど
は
、

子
供
の
手
の
届
く
所
に
置
か
な
い

0

0

子
供
が
火
に
興
味
を
示
し
た
ら

火
災
の
恐
ろ
し
さ
を
教
え
る
。
ま

た
、
年
令
に
応
じ
正
し
い
火
の
取

扱
い
を
教
え
る
。

。
子
供
だ
け
で
火
を
取
り
扱
わ
せ

な
し

O

子
供
だ
け
を
置
い
て
暖
房
等
の

火
を
残
し
た
ま
ま
外
出
す
る
乙
と

を
避
け
る
。

。
子
供
の
火
あ
そ
び
の
現
場
を
見

つ
け
た
ら
、
注
意
し
て
や
め
さ
せ
る
。

(
甲
府
地
区
消
防
本
部
)

甲
府
地
区
消
防
音
楽
隊
創
設

十
周
年
記
念
演
奏
会

・
と
き
五
月
十
八
(
土
)

午
後
一
時
三

O
分
1
四
時

・
と
乙
ろ
県
民
文
化
ホ
ー
ル

@
な
お
、
参
観
に
つ
い
て
は
、
入
場

整
理
券
が
必
要
で
す
の
で
甲
府
地
区

消
防
本
部
T
E
L
二
二

1
四
八
四
一

内
線
二
八
番
広
報
課
ま
で
お
問
い
合

せ
く
だ
さ
い
。
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認鰍級紙鰍鰍凋保健衛生だより潔紙鰍鰍鰍鰍鰍禄
成 診査|

持ち物

日時 5月11日(土)・ 25日(土)

午前9時'""'-'11時30分
場 所 中央公民館

※母子手帳交付希望者は印鑑を持参してくださし」

妊娠証明書は必要ありません。

※一般健康相談は40歳以上の方を対象に血圧測定、尿検査、栄養指

導などを行い健康についての相談にお答えしていますのでお気軽

にお出かけくださし 1。

量三箆
日 時 5月29日(水)午後 1時'""'-'2時

場 所 中央公民館

該当 児 砂 I期… 一昭和57年9月 1日~昭和58年 2月28日まで

の出生児。

砂E期…… I期 3回を完了して 1年から 1年6か月以

内の者。

砂昭和56年 3月 1日~昭和57年 8月31日までの出生児

で未接種者。

持ち物 母子手帳・問診票

<注意事項〉
o前夜と当日の体温は忘れずにはかつてくださし可。

D 問診票の記入もれや押印の忘れがないようにしてください。

o接種を受ける子の健康状態がわかる人がおつれください。

〈つぎのような人は接種できません〉

1.発熱しているもの、または著しい栄養障害者。

2.心臓、血管系疾患、腎臓、肝臓疾患にかかっている人。

3.1年以内にけいれん、ひきつけを起乙した人。

4.はしか・ BCG接種・ポリオ生ワクチン投与後 1か月以内の人。

第 1 回

5月 8日(水)

午後 1時 30分~
中央 公民 館( 和室 )

妊娠 5か月以降の妊婦

母子手帳・体操のできる服装・テキスト代

300円

実施日

受付時間

場所

該 当児

持ち物

5月30日(木)

午後 1時'""'-'2時

中央公民館

昭和58年9月 1日~昭和58年11月30日までの出生児、

及び前回未受診児。

母子手帳・ l歳 6か月児健診質問票

実施日 5月28日(火)

受付時間 午後 l時'""'-'1時30分
場 所 中央公民館

該当児 昭和59年12月 1日~昭和60年 3月31日までの出生児。

持ち物 母子手帳
一一神経芽細胞腫の検査方法の説明と検査セットの配付一一

整形外科検診時i<::4・5か月の乳児を対象に検査方法の説明と検

査セットの配付を行います。

検査対象 昭和59年12月及び昭和60年 1月出生児。

持ち物 母子手帳・ 40円切手、 60円切手各 1枚づっ、または現

金 100円。

時
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@⑧§ 
(さっき)皐月MAY  

わ

@~の乙川
-つよし報広

乳児健康診査(中央公民館)

社会福祉まつり クラブ対抗野
球大会(押中校庭ほか)

ポリオ生ワクチン追加投与(中
央公民館)

不用犬猫収集日(旧役場前)

母子手帳交付及び一般健康相談
日(中央公民館)

クラブ対抗野球大会
(押中校庭)

乳児整形外科検診(中央公民館)

3種混合予防接種(中央公民館)

1歳 6か月児健康診査(中央公
民館)

限期納
限

分
期

月
納
隈

5
期
期

税
1
納

険
第
税

保
税
車

康
産
動

健
資
自

民
定
税

園
田
県

16 

17 
老人大学(中央公民館講堂)

国際善意デー
18 母子父子寡婦家庭一日行楽

19 

20 

小満21 

22 

23 
安産教室(中央公民館)

24 
ポリオ生ワクチン投与〈中央公
民館)

25 

26 母子手帳交付及び一般健康相談
日(中央公民館)

27 

28 

29 
安産教室(中央公民館)

文化財保護法

公布記念日

ゴミゼロの日

乳児健康診査(中央公民館)

30 

31 

メーデー7 

八十八夜

2 
国民の祝日
憲法記念日3 

4 
国民の祝日
乙どもの日
児童福祉週間
立夏

5
 

振替休日6 

ア

8 

9 

愛鳥週間

10 

11 
母の日
県民体育の日12 

13 

14 

沖縄本土復帰

記念日15 

収
集
日

1

附

2

附

7

肉

9

術

日

目

5

蜘

叩

闘

行

働

初

伺
幻

術
幻

円

初

附

〈
ゴ
ミ
は
き
ま
り
を
守
っ
て
出
し
ま
し
ょ

う

V

L
必
ず
町
指
定
の
紙
袋
ま
た
は
荷
札
を
使

っ
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

Z
収
集
日
の
当
日
は
午
前

8
時
初
分
ま
で

に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

a収
集
袋
・
荷
札
に
は
必
ず
住
所
、
氏
名

を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

4
可
燃
物
、
不
燃
物
の
分
別
は
し
っ
か
り

お
乙
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

E
水
は
ゴ
ミ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
台
所
の

ゴ
ミ
は
よ
く
水
切
り
を
し
て
出
し
て
く

だ
さ
い
。

仕
使
用
済
み
乾
電
池
は
収
集
場
所
に
備
え

付
け
の
「
使
用
済
み
乾
電
池
田
収
缶
」

へ
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

ー
ス
プ
レ
ー
缶
等
は
、
必
ず
穴
を
あ
け
て

出
し
て
く
だ
さ
い
。

可

燃

物
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